
74№
令和５年５月１日発行

市民と議会を結ぶ情報誌 くじ市議会だより
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かだって×かだって　……………………２～３
議案Ｐｉｃｋｕｐ　 …………………………４～₁₀
追跡レポート・あの質問どうなった？　……₁₁
ぎかいＮＥＷＳ　…………………………₁₂～₁₃
ここが聞きたい！一般質問　…………₁₄～₁₉
わ た し の 未 来 ／ ひ と・こ え　 ………………₂₀

木材の新たな活
用に注目
(有)マルヒ製材では、主力のアカマツ
の住宅用資材加工のほか、アカマツ材
を使用したメモ帳カバー、メダルや賞
状など、レーザー加工機による文字の
焼き付けを行っています。木材の新た
な活用技術に注目です。
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今
回
の
お
相
手
は
、
林
業
に
携
わ
っ
て
い

る
皆
さ
ん
。
造
林
、
育
林
、
伐
採
、
製
材
、

木
炭
、
燃
料
チ
ッ
プ
、
バ
イ
オ
マ
ス
や
、

森
林
資
源
を
循
環
さ
せ
る
こ
と
で
、
二
酸

化
炭
素
を
吸
収
し
炭
素
を
固
定
す
る
取
り

組
み
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。　

かだって
かだって

市民と議員の懇談企画

テーマ

■●
日
當
和
孝
さ
ん
（
マ
ル
ヒ
製
材
専
務

取
締
役
）

　

山
で
大
事
に
育
て
ら
れ
伐
採
さ
れ
た

木
を
製
材
し
て
、
住
宅
用
や
土
木
用
に

使
え
る
木
材
製
品
と
し
て
提
供
す
る
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

●
谷
地
譲
さ
ん　
（
谷
地
林
業
代
表
取

締
役
）

　

木
炭
の
製
造
、
販
売
を
し
て
い
ま
す
。

山
か
ら
来
た
木
を
チ
ッ
プ
に
し
て
製
紙

用
や
バ
イ
オ
マ
ス
に
利
用
し
て
い
ま
す
。

●
澤
口
敬
志
さ
ん　
（
久
慈
地
方
森
林

組
合
参
事
）

　

造
林
、
育
林
、
伐
採
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ア
カ
マ
ツ
の
丸
太
は
住
宅
用
や
合

板
ベ
ニ
ヤ
の
材
料
と
な
り
、
枝
葉
は

燃
料
チ
ッ
プ
に
な
り
ま
す
。
ウ
ッ
ド

シ
ョ
ッ
ク
で
材
料
の
値
段
が
上
が
り
、

■ 懇談に参加いただいた皆さん
（上段左から）
澤
さわぐち

口　敬
けいし

志 さん（久慈地方森林組合参事）
日
ひなた

當　和
かずゆき

孝さん（マルヒ製材専務取締役）
（下段）
谷
や ち

地　譲
ゆずる

 さん（谷地林業代表取締役）

炭
素
を
放
出
し
ま
せ
ん
。

●
日
當
和
孝
さ
ん

　

山
の
恵
み
を
製
材
品
、
木
製
品
に
し

て
、
消
費
者
に
届
け
る
こ
と
で
、
消
費

者
が
喜
ん
で
い
る
姿
に
直
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
が
喜
び
に
な
り

ま
す
。

　

木
に
は
特
徴
が
あ
り
、
久
慈
の
ア
カ

マ
ツ
は
木
材
自
体
が
真
っ
す
ぐ
で
活
用

家
を
建
て
る
人
が
少
な
く
な
っ
た
の
で
、

木
材
の
流
通
が
停
滞
し
て
い
る
状
況
で

す
。

■●
谷
地
譲
さ
ん

　

建
築
用
材
が
流
通
し
な
い
と
、
そ
の

上
の
部
分
、
バ
イ
オ
マ
ス
に
行
く
材
料

の
チ
ッ
プ
が
出
な
い
状
況
に
な
っ
て
き

ま
す
。
ま
た
、
林
業
従
事
者
が
高
齢
化

し
て
い
る
こ
と
が
問
題
で
、
次
世
代
に

つ
な
い
で
い
く
こ
と
が
課
題
で
す
。

●
日
當
和
孝
さ
ん

　

ア
カ
マ
ツ
は
全
国
的
に
松
く
い
虫
の

ま
ん
延
で
枯
渇
し
て
い
ま
す
が
、
岩
手

県
北
地
域
で
は
、
元
気
に
残
っ
て
い
ま

す
。
住
宅
の
梁は
り

部
材
な
ど
構
造
材
に
製

材
さ
れ
て
、
天
然
ア
カ
マ
ツ
の
久
慈
と

言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
輸

林業の魅力と課題の意見交換。手にもっているのは「木のたまご」（作製：(有)マルヒ製材）

×

入
材
に
そ
の
市
場
を
明
け
渡
す
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
に
よ
り
価
格

が
高
騰
し
、現
在
、住
宅
の
着
工
が
５
％

か
ら
７
％
く
ら
い
に
下
が
っ
て
い
る
状

態
で
す
。

■
林
業
の
魅
力
・
お
も
し
ろ
さ

●
澤
口
敬
志
さ
ん

　

東
北
地
方
の
を
代
表
す
る
松
の
一
つ

に
侍
浜
松
が
全
国
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
松
く
い
虫
被
害
が
入
っ
て
い
な

い
地
域
で
あ
り
、
ヤ
マ
セ
の
影
響
で
最

後
ま
で
残
る
地
域
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

久
慈
の
ア
カ
マ
ツ
は
名
古
屋
城
の
改
修

に
出
荷
し
ま
し
た
し
、
京
都
の
お
寺
に

も
出
荷
し
ま
す
。
久
慈
地
域
の
ア
カ
マ

ツ
と
し
て
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
「
南
部
琥

珀
松
」
と
し
て
商
標
登
録
し
て
い
ま
す
。

持
続
可
能
な
ア
カ
マ
ツ
を
育
て
て
い
く

た
め
、
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー
と
協
力
し

て
研
究
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
森
林
は
二
酸
化
炭
素
を
吸
収

す
る
こ
と
や
大
雨
の
際
、
ダ
ム
の
役
割

を
す
る
な
ど
、
環
境
に
良
い
と
い
う
こ

と
を
若
い
人
に
Ｐ
Ｒ
し
た
い
で
す
。

●
谷
地
譲
さ
ん

　

森
林
を
貸
し
て
、
キ
ャ
ン
プ
を
し
た

り
、
山
で
自
分
の
時
間
を
作
っ
た
り
す

る
取
り
組
み
な
ど
で
す
。
森
林
に
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
求
め
て
い
る
人
が
増
え

て
き
た
と
感
じ
ま
す
。

　

今
は
、
岩
手
と
木
炭
を
セ
ッ
ト
に
し

た
Ｇ
Ｉ
制
度
（
※
１
）
を
登
録
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
国
が
認
め
る
木
炭

と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
に
な
り
、
ス
イ
ス

に
輸
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

木
炭
は
燃
焼
さ
せ
な
い
限
り
二
酸
化

特　集

し
や
す
い
こ
と
、
目
が
詰
ん
で
い
る
こ

と
、
節
が
あ
ま
り
な
い
用
材
が
取
れ
る

こ
と
が
市
場
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
お
城
を
正
し
く
復
元
す
る
と

な
る
と
、
久
慈
の
ア
カ
マ
ツ
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
京
都
の
お
祭
り
で
も
久
慈
の

ア
カ
マ
ツ
を
使
う
こ
と
で
、
お
祭
り
を

存
続
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
久
慈

の
ア
カ
マ
ツ
を
活
用
し
て
文
化
の
継
承

の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

■
直
面
し
て
い
る
課
題

●
日
當
和
孝
さ
ん

　

企
業
数
も
労
働
者
数
も
減
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
森
林
・
木
材
産
業
の
業
界
が

ま
と
ま
っ
て
市
民
向
け
の
Ｐ
Ｒ
、
情
報

発
信
を
し
よ
う
と
29
事
業
体
が
一
緒
に

な
っ
て
若
手
の
就
業
促
進
を
図
る
取
り

組
み
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
市
内
の
事
業
所
に
若
手

の
新
卒
者
が
入
っ
て
き
て
い
ま
す
。
現

在
の
林
業
は
、
最
新
の
高
性
能
林
業
機

械
を
活
用
し
た
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
活
躍

す
る
現
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

住
宅
を
建
て
る
の
は
、
一
生
に
一
度

の
買
い
物
で
す
。
そ
の
時
に
、
正
し
く

木
材
を
選
択
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、

木
材
に
親
し
み
を
感
じ
て
も
ら
い
、
手

が
届
く
価
格
帯
の
製
品
を
出
し
て
い
く

こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
谷
地
譲
さ
ん

　

働
く
人
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
、

機
械
化
で
き
る
部
分
は
機
械
で
や
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

　

お
客
さ
ん
の
希
望
に
合
わ
せ
た
物
作

り
に
挑
戦
す
る
た
め
に
、
事
業
再
構
築

の
補
助
金
を
も
ら
っ
て
、
取
り
組
む
予

定
で
す
。

●
澤
口
敬
志
さ
ん

　

県
の
補
助
事
業
の
予
算
が
少
な
い
こ

と
に
困
っ
て
い
ま
す
。
森
林
環
境
譲
与

税
の
お
金
が
ふ
ん
だ
ん
に
回
る
よ
う
に

し
て
ほ
し
い
で
す
。
あ
と
は
、
ナ
ラ
枯

れ
を
止
め
て
い
き
た
い
で
す
。

■
こ
れ
か
ら
の
林
業

●
谷
地
譲
さ
ん

　

伐
採
し
た
後
の
山
に
は
、
ま
だ
使
え

る
材
料
が
残
っ
て
い
る
の
で
、
集
め
て

チ
ッ
プ
に
し
て
バ
イ
オ
マ
ス
に
出
す
こ

と
を
考
え
て
い
ま
す
。
山
を
き
れ
い
に

し
て
、
植
林
す
る
こ
と
で
、
働
き
や
す

さ
、
安
全
性
も
上
が
っ
て
い
く
と
思
い

ま
す
。

●
日
當
和
孝
さ
ん

　

目
視
の
み
で
判
断
す
る
と
、
節
が
大

き
い
だ
け
で
弱
い
材
と
評
価
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
当
社
で
は
実
際
に
過

重
を
か
け
て
、
正
し
い
強
度
を
測
定
す

る
機
械
を
導
入
し
て
、
材
が
持
っ
て
い

る
真
の
強
度
を
表
す
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。

●
澤
口
敬
志
さ
ん

　

私
た
ち
は
「
天て
ん
ね
ん
か
し
ゅ
こ
う
し
ん

然
下
種
更
新
」（
※

２
）、
い
い
母ぼ
じ
ゅ樹
（
※
３
）
を
残
し
て
、

地
域
の
ア
カ
マ
ツ
と
し
て
使
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
育
て
て
い
き
た
い
で
す
。

■
議
会
へ
の
要
望

●
澤
口
敬
志
さ
ん

　

公
共
施
設
に
で
き
る
だ
け
地
元
の
木

を
使
っ
て
欲
し
い
で
す
。
ま
た
、
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
が
進
め
ら
れ
、
開
発

に
伴
う
被
害
が
想
定
さ
れ
る
の
で
、
治

山
ダ
ム
、
砂
防
ダ
ム
等
の
計
画
も
併
せ

て
進
め
て
ほ
し
い
で
す
。

●
谷
地
譲
さ
ん

　

林
業
だ
け
で
な
く
、
一
次
産
業
の
魅

力
を
伝
え
て
ほ
し
い
で
す
。

●
日
當
和
孝
さ
ん

　

私
た
ち
の
協
会
、
行
政
、
議
会
と
一

緒
に
、
木
材
利
用
促
進
協
定
を
締
結
し

て
ほ
し
い
で
す
。
森
林
は
多
面
的
な
機

能
が
あ
り
、
日
本
学
術
会
議
に
よ
る
と
、

久
慈
市
の
森
林
は
約
１
４
０
０
億
円
／

年
の
価
値
に
な
る
と
試
算
し
て
い
ま
す
。

価
値
の
あ
る
久
慈
の
山
で
す
。
森
林
サ

イ
ク
ル
を
回
す
た
め
に
ご
理
解
と
ご
支

援
を
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

林業の魅力と課題

※１　ＧＩ制度…その地域ならではの自然的、人文的、社会的な要因の中で育まれてきた品質、
　　　　　　　社会的評価等の特性を有する産品の名称を地域の知的財産として保護する制度

※２　天然下種更新…母樹から種子が自然に地表に散布されること
※３　母樹…植物栽培のもととなる種子や接穂（つぎほ）をとる樹木



第32回定例会議
２月24日㈮～３月22日㈬（27日間）

議案Ｐｉｃｋ ｕｐ
こんなことが

決まりました

市長提出議案………32件
議員提出議案………４件
請願…………………３件
報告（その他）……５件

今回の議案等は 44件

議案の中から6つの話題を
ピックアップして紹介します。

全ての議案の審議結果などは、市
議会ホームページをご覧ください。

ＱＲコードからホームページを閲覧できます

■ ホームページアドレス
http://www.city.kuji.iwate.jp/gikai/

スマホでピッ！

詳しくは ホームページ

くじ市議会だより　№74５ ４

議案Pick up

子育て支援・観光振興

■特別会計（支出額）
 国民健康保険
 特   別   会   計

事業勘定 39 億 8,290 万円
直営診療勘定 １億 7,982 万円

 後期高齢者医療特別会計 ３億 9,890 万円
 魚市場事業特別会計 1,677 万円

■企業会計（収益的支出）
水道事業会計 10 億 7,841 万円
下水道事業会計 11 億 9,405 万円 歳入

市税
38億7,938万円

（19.4％）
繰入金
9億9,963万円

（5.0％）

諸収入
６億9,760万円

（3.5％）

その他
６億7,625万円    
　　　（3.4％）

地方交付税
67億7,538万円（33.9％）

国庫・県支出金
44億6,325万円
（22.4％） 

市債
12億4,440万円

（6.2％）

その他　12億4,711万円（6.2％）

歳出

民生費
64億5,275万円

（32.3％）

土木費
17億5,558万円（8.9％）

総務費
27億667万円
（13.6％）

教育費　22億6,203万円（11.3％）

衛生費
13億2,744万円（6.6％）

消防費
11億88万円（5.5％）

商工費
８億6,580万円（4.3％）

農林水産業費
８億4,023万円
（4.2％）

その他　２億5,642万円（1.2％）

公債費
24億1,520万円
（12.1％）

３月 15 日から３月 17 日の３日間、予算特
別委員会（下川原光昭委員長）で令和５年度
一般会計予算などを審査。本会議で採決した
結果、原案のとおり可決しました。ここでは、
予算の概要と主な質疑の内容をお知らせしま
す。

 Ｐｉｃｋ ｕｐ 1
令和５年度 一般会計予算などを可決

199億8,300万円
直近５年の一般会計予算推移

・防災対策に重点

① 

予
算
総
額
は
１
９
９
億
８
３
０
０
万

円
で
、前
年
度
比
１
・
４
％
減
。主
な

要
因
は
、　

広
域
道
の
駅
整
備
事
業

等
の
減
に
よ
る
も
の
。

② 

歳
入
は
市
税
な
ど
の
自
主
財
源
が

62
億
５
２
８
６
万
円
で
、
前
年
度
比

７
・
９
％
増
。
地
方
交
付
税
な
ど
の

依
存
財
源
は
１
３
７
億
３
０
１
４

　

万
円
で
５
・
２
％
減
。

③ 

社
会
保
障
費
が
高
水
準
で
推
移
し
財

政
負
担
の
増
大
が
見
込
ま
れ
る
が
、

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
支
援
、
防
災

対
策
な
ど
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。

自主財源
  31.3

％

依存財源   68.7％

万円万円万円

令和５年度  一般会計予算総額
前年度比

1.4％減

■ 

一
般
会
計
予
算
の
概
要

 
主
な
事
業
を
紹
介

※１万円未満四捨五入

民生費

総務費

教育費

農林水産業費

土木費
衛生費
商工費

消防費

公債費
その他

農林水産業費
公債費

市税

市債

国庫・県支出金

地方交付税

その他

その他

諸収入
繰入金

その他

公債費
その他

農林水産業費
消防費

　　　　　　 （歳入）

　　　　　　 （歳出）

自主財源

　０

５０

１００

２００

１５０

　０

５０

１００

２００

１５０

R元 R４ R５R２ R３

商工費商工費
消防費

（単位：億円）

R元 R４ R５R２ R３

① 

子
ど
も
・
妊
産
婦
・
重
度
心
身

障
が
い
者
医
療
費
給
付
事
業

１
億
５
６
８
２
万
７
千
円

②
出
産
・
子
育
て
応
援
事
業

　
　
　
　
　

２
２
２
７
万
２
千
円

③
子
ど
も
第
三
の
居
場
所
整
備

５
０
０
０
万
円

④
久
慈
湊
小
学
校
移
転
改
築
事
業

３
億
１
８
３
１
万
５
千
円

⑤
学
校
給
食
費
の
物
価
高
騰
分
の  

　

補
填
費　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
７
１
６
万
１
千
円

⑥
道
の
駅
「
い
わ
て
北
三
陸
」
整

　

備
事
業
・
維
持
管
理
費

４
５
５
０
万
９
千
円

⑦
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー
「
べ
っ
ぴ

　

ん
の
湯
」
指
定
管
理
費

３
１
１
２
万
２
千
円

⑧
「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」
放
送
10
周
年

　

記
念
事
業

１
５
０
０
万
円

⑨
災
害
対
策
事
業

４
６
３
６
万
３
千
円

⑩
自
主
防
災
組
織
資
機
材
整
備
費

　

補
助

４
０
０
万
円

（単位：億円）



　
　

学
習
に
活
用
す
る
た
め
の
著
作
権

の
補
助
費
、
教
育
シ
ス
テ
ム
の
リ
ー
ス

料
、
教
職
員
の
多
忙
化
解
消
の
対
策
と

し
て
の
全
県
型
の
統
合
校
務
支
援
シ
ス

テ
ム
導
入
経
費
、
委
託
料
な
ど
を
計
上

し
て
い
る
。

　
　
通
信
環
境
の
な
い
家
庭
の
子
ど
も

が
端
末
を
持
ち
帰
っ
て
学
習
を
す
る
場

合
の
対
応
は
。

　
　

予
算
計
上
は
し
て
い
な
い
が
、
学

習
環
境
に
差
が
出
な
い
よ
う
検
討
を
進

め
て
い
る
。

　
　
小
・
中
学
校
の
維
持
補
修
経
費
の

内
容
は
。

　
　
宇
部
小
学
校
の
外
装
・
屋
根
の
改

修
工
事
で
、
工
期
は
令
和
５
年
度
末
ま

で
か
か
か
る
見
込
み
で
あ
る
。
侍
浜
中

学
校
の
体
育
館
女
子
ト
イ
レ
便
器
の
修

繕
、
宇
部
中
学
校
の
職
員
玄
関
扉
の
修

繕
。
三
崎
中
学
校
の
天
井
補
修
と
、
宇

部
中
学
校
の
受
変
電
設
備
改
修
工
事
な

ど
で
あ
る
。

　
　
学
校
等
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
状
況
は
。

　
　

全
小
中
学
校
と
総
合
運
動
場
、
第

２
体
育
館
、
三
船
記
念
館
に
29
台
設
置
。

子
ど
も
た
ち
は
小
学
５
年
生
か
ら
中
学

３
年
生
ま
で
繰
り
返
し
実
践
学
習
を
し
、

知
識
、
技
能
を
習
得
し
て
い
る
。
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■
市
民
生
活

　
　

６
２
９
０
万
６
千
円
の
夢
ネ
ッ
ト

事
業
の
内
容
は
。

　
　
整
備
し
た
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ

ル
を
利
用
し
公
共
施
設
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
、
携
帯
不
感
地
域
解
消
や
地
デ
ジ
難

視
聴
解
消
の
た
め
の
回
線
貸
出
、
行
政

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

運
用
や
防
災
監
視
カ
メ
ラ
運
用
な
ど
に

活
用
し
て
い
る
。

　
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
何
人
か
。

ま
た
、
設
置
経
費
４
４
２
５
万
６
千
円

の
内
訳
は
。

　
　
11
人
に
な
る
。
予
算
は
協
力
隊
の

方
々
の
研
修
の
費
用
も
含
む
。
活
動
が

多
様
な
の
で
効
果
を
出
す
た
め
の
予
算

の
使
い
方
な
ど
、
隊
員
と
対
話
し
な
が

ら
進
め
て
い
る
。

　
　
さ
わ
や
か
ト
イ
レ
維
持
管
理
費

77
万
４
千
円
の
内
容
は
。

　
　
平
庭
高
原
の
ス
キ
ー
場
・
中
継
基

地
・
キ
ャ
ン
プ
場
・
小
袖
海
岸
・
久
喜

浜
の
５
か
所
分
の
清
掃
委
託
料
と
浄
化

槽
維
持
管
理
手
数
料
等
で
あ
る
。

　
　
道
路
新
設
改
良
事
業
で
の
無
電
柱

化
工
事
の
完
了
予
定
は
。

　
　
久
慈
駅
東
口
線
の
地
中
化
事
業
は

平
成
26
年
に
開
始
し
た
が
災
害
で
一
時

中
断
。
令
和
４
年
度
よ
り
再
開
し
、

１
１
０
０
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
約
半
分
が

終
了
。
今
後
、
継
続
的
に
取
り
組
む
。

　
　
新
中
の
橋
栄
町
線
の
歩
道
整
備
の

進
捗
状
況
と
、
完
了
時
期
は
。

　
　

現
在
３
分
の
１
程
度
が
完
成
。６

年
度
を
目
標
に
完
成
さ
せ
た
い
。

　
　
木
造
住
宅
耐
震
化
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
令
和
元
年
度
末
で
84
％
、７
年
度

ま
で
に
90
％
に
し
た
い
。

　
　
耐
震
補
強
の
必
要
な
住
宅
は
何
軒

か
。

　
　
お
よ
そ
２
７
０
０
戸
で
あ
る
。

■
福
祉
・
健
康

　
　
子
ど
も
・
妊
産
婦
・
重
度
心

身
障
が
い
者
医
療
費
給
付
事
業
が
、

１
０
０
０
万
円
ほ
ど
増
加
し
て
い
る
理

由
は
。

　
　
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
拡
大
に

８
５
２
万
円
。
対
象
と
な
る
高
校
生
は

４
３
４
人
で
あ
る
。（
た
だ
し
、４
月
か

ら
８
月
は
償
還
払
い
。
そ
の
後
は
現
物

給
付
。）

　

８
月
か
ら
は
３
〜
６
歳
児
２
２
４
人

の
所
得
制
限
を
撤
廃
し
助
成
範
囲
を
拡

大
す
る
事
業
で
６
５
４
万
円
で
あ
る
。

　
　
高
齢
者
・
障
が
い
者
に
優
し
い
住

ま
い
づ
く
り
推
進
事
業
補
助
金
５
２
０

万
円
は
何
件
分
か
。

　
　
要
介
護
・
要
支
援
認
定
者
や
、
身

体
障
が
い
者
３
級
以
上
の
方
の
自
宅
改

修
に
対
し
、
補
助
対
象
経
費
の
３
分
の

２
で
上
限
40
万
円
の
18
件
を
見
込
ん
で

い
る
。

　
　
緊
急
通
報
体
制
支
援
は
、
固
定
電

話
で
な
く
て
も
対
応
可
能
か
。

　
　
可
能
で
あ
る
。
現
在
設
置
さ
れ
て

い
る
２
２
８
台
の
緊
急
通
報
装
置
の
う

ち
14
台
が
無
線
通
信
方
式
で
あ
る
。

　
　
87
万
８
千
円
の
高
齢
者
補
聴
器
購

入
助
成
は
何
人
分
か
。

　
　

５
年
度
は
20
人
分
を
予
定
。
こ
れ

ま
で
28
件
の
申
請
が
あ
っ
た
。

　
　

児
童
虐
待
防
止
対
策
事
業
費

３
８
２
万
１
千
円
の
内
容
は
。

　
　
児
童
虐
待
、
養
護
相
談
、
家
庭
の

相
談
な
ど
児
童
に
関
す
る
相
談
に
応
じ

る
３
人
の
相
談
員
経
費
な
ど
。

　
　
が
ん
患
者
医
療
用
補
正
具
購
入
助

成
40
万
円
の
内
容
は
。

　
　
が
ん
治
療
に
伴
う
医
療
用
ウ
イ
ッ

グ
の
購
入
を
助
成
。
補
助
率
２
分
の
１

で
上
限
２
万
円
を
20
人
分
で
あ
る
。

　
　
浄
化
槽
の
設
置
状
況
は
。

　
　
令
和
４
年
度
は
33
基
設
置
。
今
後

年
間
60
基
を
目
標
に
進
め
る
。

■
農
業
・
林
業
・
漁
業

　
　

有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
額
は
。

　
　

令
和
３
年
は
44
万
３
千
円
。４
年

予算をチェック

は
集
計
中
で
あ
る
が
、
シ
カ
被
害
は
37

件
で
捕
獲
は
34
頭
。
イ
ノ
シ
シ
被
害
は

15
件
で
捕
獲
は
９
頭
で
あ
る
。

　
　
被
害
防
止
の
た
め
の
電
気
柵
設
置

に
対
す
る
補
助
は
。

　
　

14
ヶ
所
の
設
置
で
、
98
万
円
を
計

上
し
た
。

　
　
狩
猟
免
許
取
得
費
補
助
は
何
人
分

か
。
ま
た
、
市
内
の
狩
猟
免
許
保
有
者

は
何
人
か
。

　
　

30
万
円
補
助
を
３
人
分
。
市
内
の

保
有
者
数
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、
久

慈
市
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
員
は
37
人
。

　
　
水
産
資
源
活
用
支
援
事
業
５
６
９

万
４
千
円
の
内
容
は
。

　
　

ウ
ニ
の
深
浅
移
植
の
費
用
と
、
肥

料
の
購
入
運
搬
費
用
に
対
す
る
補
助
。

こ
の
作
業
を
す
る
た
め
の
ダ
イ
バ
ー
養

成
経
費
を
含
む
。

■
消
防
・
防
災

　
　
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
整
備
事
業
費

１
億
３
２
８
７
万
４
千
円
の
内
容
は
。

　
　

12
分
団
３
部
（
枝
成
沢
）
に
小
型

動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
、
11
分
団
（
駅

前
）
に
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
。
久
慈
消

防
署
貸
与
の
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
の
更
新
と
消
防
指
揮
車
１
台
を
整
備
。

11
分
団
、
12
分
団
３
部
、
13
分
団
（
川

井
）
の
安
全
装
備
品
の
整
備
に
な
る
。

　
　
３
５
２
７
万
円
の
消
防
屯
所
整
備

事
業
は
ど
こ
か
。

　
　

８
分
団
１
部
２
班
の
侍
浜
町
桑
畑

屯
所
の
移
転
新
築
工
事
で
あ
る
。

　
　
防
災
士
養
成
事
業
の
内
容
と
養
成

講
座
の
受
講
に
つ
い
て
説
明
を
。

　
　

50
人
の
資
格
取
得
を
目
指
し
、

２
３
３
万
３
千
円
を
計
上
し
て
い
る
。

　

市
内
に
住
所
の
あ
る
人
で
、 

１
ヶ
月

く
ら
い
前
に
届
く
教
材
を
学
習
し
、
レ

ポ
ー
ト
を
提
出
。２
日
間
の
講
座
を
受

講
し
試
験
を
受
け
て
も
ら
う
。
年
齢
制

限
は
な
い
。

　
　
自
主
防
災
組
織
の
組
織
率
を
高
め

る
た
め
の
対
策
は
。

　
　

現
在
40
団
体
、
組
織
率
は
63
％
で

あ
り
、
１
０
０
％
を
目
指
し
各
地
区
で

の
説
明
会
や
勉
強
会
を
取
り
組
み
、
防

災
力
や
防
災
に
対
す
る
意
識
の
向
上
に

市
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

■
子
育
て
・
教
育

　
　
４
６
５
３
万
７
千
円
の
く
じ
か
が

や
き
プ
ラ
ン
事
業
で
配
置
さ
れ
る
支
援

員
は
何
人
か
。

　
　

２
人
増
で
28
人
に
な
る
。
要
望
す

る
全
て
の
学
校
に
配
置
に
は
な
ら
な
い
。

　
　
小
・
中
学
校
合
計
で
９
３
９
９
万

万
６
千
円
の
情
報
処
理
教
育
振
興
事
業

費
の
内
容
は
。

予算特別委員会で徹底審査

予算特別委員会は、議長を除く19人
で構成。市民生活に関わる民生費、土
木費、教育費など各分野の予算につい
て質疑を行いました。 
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議案Pick up
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答
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答

１／小袖海岸に設置されている「さわやかトイレ」
２／ウニの深浅移植にダイバーの養成は必要
３／小学校の玄関前に設置されている「AED」
４／移転新築が決定した侍浜町の第８分団１部２班の消防屯所（桑畑）
５／外装改修等の工事が予定される宇部小学校

1

質 答質答質答

質答質答質答

答 質

質質

質質答 答答 質答質答

２

5４

1

３



■
請
願
名

　
え
ん
罪
被
害
者
を
一
刻
も
早
く

救
済
す
る
た
め
に
再
審
制
度
の

速
や
か
な
改
正
を
求
め
る
請
願

■
請
願
者

　

日
本
国
民
救
援
会
久
慈
支
部

　
　
　
　
　
　

支
部
長　

清
川　

洋

■
請
願
の
趣
旨

　

再
審
は
、
誤
っ
て
有
罪
と
さ
れ
た

人
を
救
済
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

制
度
で
あ
る
が
、
そ
の
ハ
ー
ド
ル
は

高
く
、
え
ん
罪
被
害
者
の
救
済
が

遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
状
況
に
あ
り

現
在
の
再
審
制
度
が
抱
え
る
構
造
的

問
題
が
あ
る
。

　

再
審
請
求
手
続
き
に
お
け
る
全
面

的
な
証
拠
開
示
と
、
再
審
開
始
決
定

に
対
す
る
検
察
官
に
よ
る
不
服
申
立

て
を
制
限
す
る
こ
と
は
、
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
。
証
拠
開
示
に
つ
い
て

２
０
１
６
年
の
刑
事
訴
訟
法
の
改
正

の
附
則
で
、「
政
府
は
、
こ
の
法
律

の
公
布
後
、
必
要
に
応
じ
、
速
や
か

に
再
審
請
求
審
に
お
け
る
証
拠
の
開

示
」
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
も
の
と

し
て
お
り
、
証
拠
開
示
の
制
度
化
を

早
急
に
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

再
審
開
始
決
定
に
対
す
る
検
察
官

べ
き
。

●
実
際
に
え
ん
罪
は
あ
り
、
そ
れ
ま

で
の
過
程
を
見
直
す
た
め
に
４
者
協

議
の
開
催
が
必
要
で
あ
る
。

　

採
決
の
結
果
、
全
員
異
議
な
く
採

択
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
が
、

委
員
長
を
除
く
全
委
員
よ
り
本
請
願

に
対
す
る
附
帯
決
議
案
の
動
議
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
動
議
成
立
に
よ
り
採

決
の
結
果
、
全
員
異
議
な
く
「
刑
事

訴
訟
法
改
正
の
た
め
の
４
者
協
議
の

速
や
か
な
再
開
を
強
く
要
請
す
る
」

内
容
の
附
帯
決
議
を
付
す
こ
と
で
決

し
ま
し
た
。

の
不
服
申
し
立
て
は
再
審
の
長
期
化

を
招
い
て
い
る
こ
と
か
ら
次
の
と
お

り
請
願
す
る
。

１
．
再
審
請
求
手
続
き
に
お
け
る
全

面
的
な
証
拠
開
示
を
制
度
化
す
る
こ

と
。

２
．
再
審
開
始
決
定
に
対
す
る
検
察

官
の
不
服
申
立
て
が
で
き
な
い
制
度

に
改
正
す
る
こ
と
。

３
．

 

１
及
び
２
に
つ
い
て
意
見
書
を

国
に
提
出
す
る
こ
と
。

■
委
員
会
で
の
質
疑

●
再
審
法
改
正
を
め
ざ
す
市
民
の

会
の
活
動
は

●
こ
れ
ま
で
の
再
審
請
求
の
件
数

●
再
審
無
罪
と
な
っ
た
場
合
の
真
犯

人
の
時
効
は

■
委
員
間
討
議

●
え
ん
罪
は
決
し
て
あ
っ
て
は
な
ら

ず
、
え
ん
罪
被
害
者
を
早
期
に
救
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
そ
の
通
り

で
あ
る
。

●
請
願
事
項
２
の
「
検
察
官
の
不
服

申
立
て
が
で
き
な
い
制
度
に
改
正
す

る
こ
と
」
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
議

論
す
べ
き
。

●
制
度
自
体
を
議
論
す
る
た
め
、
裁

判
所
、
検
察
、
警
察
、
日
本
弁
護
士

連
合
会
の
４
者
協
議
の
開
催
を
促
す

８

議案Pick up

●
国
保
特
別
会
計
事
業
勘
定
に
対
す

る
一
般
会
計
繰
出
金

　
　
　
　
　
　

９
５
４
5
万
９
千
円

●
生
活
保
護
法
施
行
事
務
費　
　
　

　
　
　
　
　
　

２
９
３
６
万
9
千
円

●
健
康
増
進
事
業
費　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
６
０
万
円

●
久
慈
川
漁
業
協
同
組
合
の
種
卵
移

入
経
費
に
対
す
る
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　

１
３
５
万
４
千
円

●
除
雪
作
業
に
係
る
道
路
維
持
経
費

　
　
　
　
　
　
　
　

３
０
０
０
万
円

●
久
慈
湊
小
学
校
移
転
改
築
に
係
る

用
地
取
得
経
費

　
　
　
　
　

２
億
７
３
９
万
５
千
円

●
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
置
き
去
り
事
故
防

止
用
安
全
装
置
購
入
経
費

　
　
　
　
　

  　
　
　

   

１
４
０
万
円

●
特
別
支
援
教
室
新
設
に
伴
う
エ
ア
コ

ン
設
置
経
費

　
　
　
　
　
　
　

 

２
０
０
万
２
千
円

●
外
国
籍
園
児
受
け
入
れ
保
育
所
に
翻

訳
機
購
入
補
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

２
万
５
千
円

令
和
４
年
度
補
正
予
算
第
10
号
を
可
決

久
慈
湊
小
学
校
移
転
改
築

　
　

事
業
費
な
ど
を
追
加

 Ｐｉｃｋ ｕｐ２
　

令
和
４
年
度
の
一
般
会
計
補
正
予

算
第
10
号
は
、４
２
４
５
万
４
千
円
を

減
額
補
正
し
ま
し
た
。
予
算
総
額
は
合

わ
せ
て
２
５
０
億
３
４
９
６
万
９
千

円
。
な
お
、
今
回
の
補
正
は
４
年
度

の
最
終
補
正
と
な
り
、
新
規
事
業
の

追
加
や
事
業
費
の
最
終
見
込
み
等
に

よ
り
調
整
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

■
主
な
事
業

●
テ
レ
ワ
ー
ク
及
び
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

環
境
を
構
築
す
る
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
等

購
入
経
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
０
０
万
円

●
出
産
・
子
育
て
応
援
事
業
対
応
に
係

る
シ
ス
テ
ム
改
修
経
費　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
９
８
万
円

●
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
の

基
金
積
立
金

　
　
　
　
　
　
　

２
１
０
万
１
千
円

●
障
が
い
者
自
立
支
援
事
業
費　

　
　
　
　
　
　

７
４
７
８
万
６
千
円

　

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
第

１
号
は
、
２
億
３
９
９
１
万
８
千
円
を

追
加
し
て
、２
０
２
億
２
２
９
１
万
８

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

■
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

第
１
号
に
追
加
し
た
主
な
事
業

【
民
生
費
】

●
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給

付
費
（
第
２
子
以
降
の
３
歳
未
満
児

の
保
育
料
無
償
化
に
係
る
経
費
）　

　
　
　
　
　
　

１
３
６
０
万
８
千
円

●
子
育
て
の
た
め
の
施
設
等
利
用
給

付
事
業
費
（
認
定
外
保
育
園
に
お
け

る
第
２
子
以
降
の
３
歳
未
満
児
の
保

育
料
無
償
化
に
係
る
経
費
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
６
４
万
円

●
子
育
て
応
援
在
宅
育
児
支
援
給
付

金
（
第
２
子
以
降
の
３
歳
未
満
児
を

養
育
す
る
世
帯
の
う
ち
保
育
所
等
を

利
用
し
な
い
世
帯
に
対
す
る
支
援
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
０
９
万
円

　

令
和
５
年
度
補
正
予
算
第
１
号
を
可
決

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
の

　
　

支
援
策
な
ど
を
決
定

 Ｐｉｃｋ ｕｐ３

【
衛
生
費
】

●
お
産
・
育
児
支
援
事
業
費
（
妊
産

婦
に
対
す
る
健
康
診
査
の
交
通
費
助

成
）　　

　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
０
０
万
円

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
対
策
事
業
費
（
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
ウ
イ
ル
ス
の
集
団
接
種
等
に

対
す
る
経
費
）　

　
　
　
　

１
億
２
３
９
６
万
７
千
円

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
体
制
確
保
事
業
費
（
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
体
制

整
備
に
か
か
る
経
費
）

　
　
　
　
　
　
　
９
７
３
８
万
９
千
円

■
主
な
質
疑

　
　

接
種
対
策
事
業
費
は
何
人
分
か
。

　
　

国
が
特
例
接
種
期
間
を
一
定
期
間

延
長
し
た
。
重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
方

２
千
人
。
秋
か
ら
は
全
市
民
対
象
な
の

で
３
万
人
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
　

財
政
調
整
基
金
繰
入
後
の
残
高
は
。

　
　

９
億
３
２
５
３
万
３
千
円
で
あ
る
。

答 質質 答

くじ市議会だより　№74

 Ｐｉｃｋ ｕｐ４

９

再審のルールをつくろう

再審制度改正を求める請願を採択

審査する総務委員会

　総務委員会では、「えん罪被害者を一刻も
早く救済するために再審制度の速やかな改正
を求める請願」を審査した結果、採択すべきも
のと決しました。その後、３月22 日の本会議
で賛成多数（賛成16 反対２）で可決。関係機
関に意見書を送付しました。

　　再審制度改正の動きは今後も注視される



■
請
願
名
及
び
議
決
結
果

　
「
最
低
賃
金
法
の
改
正
と
中
小

企
業
支
援
の
拡
充
を
求
め
る
請

願
」を
産
業
建
設
委
員
会
で
審
査

し
た
結
果
、 

賛
成
多
数
で
採
択

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、本
会
議
に
お
い
て
賛

成
多
数
（
賛
成
14
反
対
４
）で
可

決
。国
に
意
見
書
を
送
付
し
ま
し

た
。

■
請
願
者

　

久
慈
地
域
労
働
組
合
連
合
会

　
　
　
　

議
長　

韮
山　

弘
子

　

岩
手
県
労
働
組
合
連
合
会

　
　
　
　

議
長　

中
野　

る
み
子

■
請
願
の
趣
旨

　

労
働
者
の
生
活
、
労
働
者
の
質

及
び
消
費
購
買
力
を
確
保
し
つ
つ
、

地
域
経
済
と
中
小
企
業
を
支
え
る

循
環
型
地
域
経
済
の
確
立
に
よ
っ

て
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

11

あの質問どうなった？追跡レポート
過去の一般質問で、市に提言した内容がどのよ
うに反映されたのか、これまでの経過や現状を
追跡しました。

三陸沿岸道路の工事用道路の市道認定を

● 平成24年９月 

質
問

縦貫道路整備に伴う国道45号と
地京沢間の道路整備を。
三陸国道事務所と協議を行う。回

答

● 平成30年６月

質
問

工事用道路の市道認定及び地権者
との協議を進めてほしい。
三陸沿岸道路工事終了までに市道
認定ができるよう調整を進める。

回
答

田子沢２号線の市道認定に関し現地調査する産業建設委員会
（令和５年３月 14 日宇部町）

くじ市議会だより　№74 10

で
「
適
切
な
保
育
環
境
」
と
は
い
え

な
い
。
保
育
士
を
増
員
し
て
「
安

全
・
安
心
の
保
育
」
を
実
現
す
る
た

め
、
保
育
士
配
置
基
準
の
改
善
が
必

要
で
あ
る
。

■
委
員
間
討
議

●
子
ど
も
の
虐
待
や
バ
ス
の
置
き
去

り
な
ど
が
起
き
た
背
景
を
考
慮
す
る

必
要
が
あ
る
。

●
国
の
補
助
も
得
な
が
ら
、
配
置
基

準
以
上
に
保
育
士
を
雇
用
し
て
い
る

実
態
が
あ
り
、
補
助
で
は
な
く
配
置

基
準
そ
の
も
の
を
見
直
す
必
要
が
あ

る
。

■
請
願
名
及
び
議
決
結
果

　「
保
育
士
配
置
基
準
改
善
を
求

め
る
請
願
」を
教
育
民
生
委
員
会

で
審
査
し
た
結
果
、 

全
員
異
議
無

く
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、本
会
議
に
お
い
て
全

会
一
致
で
可
決
。国
に
意
見
書
を

送
付
し
ま
し
た
。

■
請
願
者

　

久
慈
地
域
労
働
組
合
連
合
会　

　
　
　
　
　

議
長　

韮
山　

弘
子

　

岩
手
県
労
働
組
合
連
合
会

　
　
　
　
　

議
長　

中
野　

る
み
子

■
請
願
の
趣
旨

　

保
育
所
等
で
の
痛
ま
し
い
事
故
に

よ
り
社
会
的
関
心
を
高
め
た
が
、
そ

の
背
景
に
は
保
育
現
場
の
人
手
不
足

を
指
摘
す
る
専
門
家
も
少
な
く
な
い
。

　

保
育
士
の
配
置
基
準
は
、
４
〜
５

歳
児
で
は
70
年
以
上
、１
〜
２
歳
児

で
は
50
年
以
上
変
わ
っ
て
い
な
い
の

社
会
を
つ
く
る
た
め
、
最
低
賃
金
を

全
国
一
律
制
度
に
す
る
と
と
も
に
抜

本
的
に
引
き
上
げ
る
よ
う
求
め
る
。

■
主
な
質
疑

　
　

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
に
伴
う
、

経
営
者
負
担
へ
の
考
え
は
。

　
　

国
会
で
議
論
さ
れ
る
こ
と
と
思

う
が
、
中
小
企
業
の
声
を
聞
き
、
そ

れ
に
あ
っ
た
補
助
、
助
成
が
ほ
し
い
。

　
　

個
々
の
経
済
状
況
等
を
踏
ま
え

た
う
え
で
、
段
階
的
な
最
低
賃
金
の

引
き
上
げ
に
対
す
る
考
え
は
。

　
　

今
の
状
況
か
ら
少
し
ず
つ
と
い

う
発
想
で
は
な
く
、
一
気
に
と
い
う

こ
と
で
の
請
願
と
見
て
い
た
だ
き
た

い
。

■
委
員
間
討
議　

●
世
界
各
国
の
状
況
を
踏
ま
え
た
う

え
で
、
国
が
責
任
を
持
っ
て
事
業
者

の
支
援
と
と
も
に
、
最
低
賃
金
の
引

き
上
げ
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
　

労
働
者
の
生
活
向
上
の
た
め
に

最
低
賃
金
法
改
正
を

　

求
め
る
意
見
書
可
決

 Ｐｉｃｋ ｕｐ5

保
育
環
境
の
改
善
を
求
め
る
請
願
　

保
育
士
配
置
基
準
の

　
　
　
　
　
　

改
正
を

 Ｐｉｃｋ ｕｐ6

質

常に2人体制で保育する市内の保育園

答 質 答

議案Pick up

● 令和5年3月
 結
果
「市道田子沢２号線」として市道
認定された。　　　　　　　　　

● 令和４年６月

質
問

工事用道路の市道認定の時期を問
う。
地権者の内諾を得ながら、所有権
移転の書類をまとめ、速やかに市
道認定するよう取り組む。

回
答

市道認定された市道田子沢２号線の概況

・延長：182.2 ｍ
・起点：久慈市宇部町第６地割 36 番２地先
・終点：久慈市宇部町第６地割 61 番３地先



ぎかいNEWSぎかいNEWS

議会活動
　　法定の会議、議長が招集する会議、
　　全議員が出席する会議

会 

議 

回 

数 

川
村 　

妙
子

山
内　

七
恵

豊
巻　

直
子

黒
沼　

繁
樹

橋
上　

洋
子

二
子　

賢
一

下
川
原
光
昭

中
居　

正
剛

泉
川　

博
明

小
倉　

利
之

清
水　

崇
文

小
栁　

正
人

城
内　

仲
悦

八
重
櫻
友
夫

澤
里　

富
雄

中
平　

浩
志

濱
欠　

明
宏

佐
々
木
栄
幸

大
沢　

俊
光

畑
中　

勇
吉

全
議
員
が
対
象
の
会
議

定例会議、臨時会議 19 19 18 19 18 16 19 19 19 19 19 18 19 19 18 19 18 17 19 19 19

決算特別委員会 ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ - ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ‐

予算特別委員会 ６ ６ ６ ６ ６ ６ ５ ５ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ５ ６ ５ ６ ６ ６ ‐

議員全員協議会 14 14 14 14 13 13 12 14 13 14 13 13 14 14 11 14 11 12 14 14 14

市政調査会 ４ ４ ４ ４ ４ ４ ２ １ ２ ４ ３ ４ ４ ３ ３ ４ ２ １ ４ ４ ４

担
当
ご
と
の
会
議

総務委員会 25 ‐ - - 25 ‐ - 24 ‐ - - - ‐ 25 - 25 - 25 25 ‐ 19

教育民生委員会 17 - 17 17 - 17 - - - 17 17 17 - - 15 - - - - - -

産業建設委員会 14 - - - - - 14 - 14 - - - 14 - - - 13 - - 14 -

議会運営委員会   ※ 22 22 - （1） 19 （2） （2） 19 22 21 21 - 22 20 （1） 21 - - - - 22

議会改革推進会議 ※ ７ ７ ‐ ６ ６ （1） - ７ - ６ ‐ ‐ ７ ４ ‐ ６ ‐ - ‐ ‐ ７

広聴広報会議 19 18 15 19 ‐ 18 17 - 18 ‐ 19 18 ‐ ‐ ‐ - ‐ 17 ‐ ‐ ‐

常任委員会委員長等の合同会議 １ ‐ - １ ‐ ‐ １ - １ - １ - - １ ‐ １ ‐ １ ‐ ‐ １

会派代表者協議会  ※ 23 22 - （2） 21 （1） （2） 20 （2） 20 ‐ ‐ 23 22 （1） 23 ‐ - ‐ ‐ 23

議会活動の状況 令和４年度中の議会活動などの状況をお知らせ
します。　

公表
します

その他の活動
諸活動、久慈市議会以外の活動

会 

議 

回 

数 

川
村　

妙
子

山
内　

七
恵

豊
巻　

直
子

黒
沼　

繁
樹

橋
上　

洋
子

二
子　

賢
一

下
川
原
光
昭

中
居　

正
剛

泉
川　

博
明

小
倉　

利
之

清
水　

崇
文

小
栁　

正
人

城
内　

仲
悦

八
重
櫻
友
夫

澤
里　

富
雄

中
平　

浩
志

濱
欠　

明
宏

佐
々
木
栄
幸

大
沢　

俊
光

畑
中　

勇
吉

諸
活
動

議会モニター会議 １ １ ‐ １ １ ‐ - １ - １ ‐ ‐ １ １ ‐ １ ‐ ‐ ‐ ‐ １

議会だよりの取材、編集作業 ※ 11 12 12 - 15 13 - 12 - 14 13 ‐ ‐ ‐ - ‐ ６ ‐ ‐ ‐

視察対応、諸会議等への出席 ※ ３ ２ ２ ３ ４ ６ ４ - ２ ５ ３ ５ ３ １ 12 １ ２ ３ ３ 23

議
会
活
動

　

以
外
の
活
動

久慈広域連合議会 ２ ‐ - ‐ ２ ‐ ２ ‐ - 1 ２ ‐ ‐ ２ ‐ ‐ ‐ ‐ ２ ‐ ‐

県後期高齢者医療広域連合議会 ４ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ４ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

市監査委員 55 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ - 55 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ -

総出席回数 ７ ２ ９ 0 ６ ２ ４ ２ ２ ３ ３ ２ ２ 0 ３ 0 ４ 0 0 ２
出席対象会議の合計 ７ ２ ９ ０ ６ ２ ４ ２ ２ ３ ３ ２ ２ ０ ３ ０ ４ ０ ０ ２

市議会の議会活動は延べ174回

※…活動を分担しているため集計外　　「－」は委員・担当外
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こんな活動も

しています

賛成 反対

賛否の公表 採決で賛否が分かれた案件の結果
です。これ以外の案件は全会一致
で可決されています。

【凡例】　○…賛成、●…反対、欠…欠席、離…離席
　　　　議長（畑中勇吉）は採決に加わりません

※
共
産
…
日
本
共
産
党
久
慈
市
議
団

　

立
み
…
立
憲
・
み
ど
り
ク
ラ
ブ

■２月
◆６日…議員全員協議会、教育民生委員会
　　　　（所管事務調査）
◆７~９日…教育民生委員会（行政視察）
◆10日…会派代表者協議会、議会運営委員会、
　　　　広聴広報会議
◆17日…議員全員協議会、議案説明会、
　　　　事務事業説明会
◆21日…会派代表者協議会、議会運営委員会
◆24日…本会議（初日）、予算特別委員会
　　　　事務事業説明会、広聴広報会議
◆28日…議会改革推進会議、市政調査会
■ ３月
◆７・８日…本会議（一般質問）

議員が出席した主な会議や研修会などをお知
らせします（期間：２月１日～４月 30 日）

◆10日…総務委員会（議案審査）
◆13日…教育民生委員会（議案審査）
◆14日…産業建設委員会（議案審査）
◆15日…総務委員会（議案審査）
◆15~17日…予算特別委員会
◆17日…会派代表者協議会、議会運営委員会
◆22日…本会議（最終日）、退職者送別式、
　　　　 事務事業説明会、議員全員協議会、
　　　　 議会運営委員会、広聴広報会議
 ◆28日…会派代表者協議会、議会モニター
　　　　会議
■ ４月
◆10日…広聴広報会議
◆12日…会派代表者協議会
◆13日…広聴広報会議
◆17日…広聴広報会議
◆24日… 会派代表者協議会、議会運営委員会
◆26日…本会議（臨時）、議会運営委員会、
　　　　総務委員会（所管事務調査）

全ての議案等はホームページに掲載。
ＱＲコードからも閲覧できます。

ぎかいNEWSぎかいNEWS
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※… 川村議員はオブザーバー出席　　「－」は委員・担当外 ※… （　）は代理出席回数
議 員 名　

　議 案 等 　
議
決
結
果

反
対：

賛
成

新政会 政風会 自民クラブ 共産（※） 立み（※） 無所属

泉
川　

博
明

中
居　

正
剛

澤
里　

富
雄

中
平　

浩
志

濱
欠　

明
宏

小
栁　

正
人

小
倉　

利
之

佐
々
木
栄
幸

清
水　

崇
文

大
沢　

俊
光

下
川
原
光
昭

二
子　

賢
一

山
内　

七
恵

八
重
櫻
友
夫

城
内　

仲
悦

橋
上　

洋
子

豊
巻　

直
子

黒
沼　

繁
樹

川
村　

妙
子

畑
中　

勇
吉

令和５年度久慈市国民健康保険
特別会計予算

可
決 16:2 ○ ○ ○ 欠 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ 〇 ● ● ○ 〇 〇 ー

令和５年度久慈市後期高齢者医
療特別会計予算

可
決 16:2 ○ ○ ○ 欠 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ 〇 ● ● ○ 〇 〇 ー

えん罪被害者を一刻も早く救済
するために再審制度の速やかな
改正を求める請願

採
択 15:3 ○ ○ ○ 欠 〇 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ● ● 〇 〇 〇 ○ 〇 ● ー

最低賃金法の改正と中小企業支
援の拡充を求める請願

採
択 14:4 ○ ○ ○ 欠 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ● 〇 ● ● 〇 〇 ○ 〇 ● ー

刑事訴訟法の再審規定の速やか
な改正を求める意見書の提出に
ついて

可
決 16:2 ○ ○ ○ 欠 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ● 〇 〇 〇 ○ 〇 ● ー

最低賃金法の改正と中小企業支
援策の拡充を求める意見書の提
出について

可
決 14:4 ○ ○ ○ 欠 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ● 〇 〇 〇 〇 ● ー



一
般
質
問

　
市
が
取
り
組
む
事
業
や
施
策
の
内
容

に
つ
い
て
、
議
員
が
質
問
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
皆
さ
ん
の
生
活
に
関
係
す

る
内
容
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

人８
今回の登壇者は

聞きたーい

15

議員のつぶ

や
き

　町内会活動に対する支援策について

中
な か い

居 正
せ い ご う

剛
新政会

地域と協働し課題解決に
取り組む

市長 … 　
コロナも落ち着いてきま
した。市内経済を活性化
させましょう。▶総合運動公園の整備について

▶市民歌の制定について　ほか

一般質問
録画映像

くじ市議会だより　№74

多くの人が来場する「吹奏楽祭」

第２子以降３歳未満児の保育料は

その他の
質問項目

▶あすなろ塾に換気扇の整備を
▶子ども第 3の居場所事業　ほか

令和５年４月から実施に
向け取り組む

市長 … 

佐
さ さ き

々木 栄
え い こ う

幸
政風会

　
　

第
２
子
以
降
３
歳
未
満
児
の
保
育
料
無
償

化
の
取
組
状
況
を
問
う
。

　
　

県
は
、
令
和
５
年
度
か
ら
市
町
村
が
取
り

組
む
場
合
に
経
費
の
2
分
の
１
を
補
助
。
当
市

も
令
和
５
年
４
月
か
ら
実
施
に
向
け
取
り
組
む
。

　
　

小
久
慈
保
育
園
と
小
久
慈
学
童
保
育
所
間

の
雨
水
対
策
を
問
う
。

　
　

今
後
、
関
係
者
と
認
識
を
す
り
合
わ
せ
、

解
決
に
向
け
て
行
き
た
い
。

　
　

道
の
駅
「
い
わ
て
北
三
陸
」
の
観
光
客
を
、

市
内
へ
誘
客
す
る
方
策
と
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運

行
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　

自
家
用
車
の
利
用
が
中
心
だ
と
思
っ
て
い

る
。
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
作
成
。
ま
た
、

中
心
市
街
地
の
商
店
街
や
観
光
施
設
の
魅
力
を

Ｐ
Ｒ
す
る
動
画
の
配
信
、
個
店
の
魅
力
を
発
信

す
る
情
報
紙
を
発
行
す
る
。
道
の
駅
と
中
心
市

街
地
と
の
回
遊
を
図
る
事
業
を
実
施
し
、
各
関

係
団
体
等
と
連
携
を
取
り
、
様
々
な
角
度
か
ら

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
も
含
め
て
検
討
す
る
。

質答

議

員のつぶやき

質

一般質問
録画映像

　
　

町
内
会
活
動
が
弱
体
化
す
れ
ば
、
地
域
の

活
性
化
も
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
市
と

し
て
積
極
的
に
支
援
す
べ
き
だ
。
ま
た
、
町
内

会
長
が
大
変
苦
労
し
て
活
動
し
て
い
る
。５
年
、

10
年
で
市
長
感
謝
状
を
出
す
べ
き
。

　
　

町
内
会
等
が
主
体
的
に
取
り
組
む
地
域
づ

く
り
活
動
に
要
す
る
経
費
に
対
し
、
地
域
コ
ミ

ニ
ュ
テ
ィ
振
興
事
業
に
よ
る
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
市
長
感
謝
状
は
検
討
す
る
。

　
　

吹
奏
楽
や
マ
ン
ド
リ
ン
な
ど
、
市
内
外
か

ら
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
文
化
事
業
に
対
す

る
支
援
策
は
。

　
　

中
学
校
・
高
校
の
文
化
系
部
活
動
の
練
習

や
発
表
会
に
対
し
て
、
文
化
会
館
施
設
使
用
料

の
免
除
や
自
主
事
業
へ
の
招
待
の
ほ
か
、
中
学

生
の
県
大
会
出
場
等
に
要
す
る
経
費
に
対
す
る

補
助
を
行
う
な
ど
、
部
活
動
の
取
組
を
支
援
し

て
い
る
。
引
き
続
き
、
市
民
の
芸
術
文
化
活
動

の
支
援
に
取
り
組
む
。

質答答
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ぎかいNEWS一般質問

第２子以降３歳未満児の保育料
  は無償化へ

質

■ 分野別の主な質問項目

答

その他の
質問項目

分野 質問項目 質問者 ページ

福
祉
・
医
療
・
教
育

文化事業等への支援策 中居 15
保育料無償化への取組状況 佐々木 15
小久慈保育園付近の雨水対策 佐々木 15
介護福祉士の受験資格 豊巻 16
屋内ゲートボール場の改修 二子 17
書かない窓口について 川村 18
未就園児への支援策 川村 18
小・中学校のスキー普及事業 城内 19
介護にペットとのふれあいを 黒沼 19

観
光
・
産
業

市内への誘客策 佐々木 15
あまちゃん放送 10 周年記念事業 橋上 16
滝ダム観光案内板の改修 橋上 16
住宅リフォーム助成事業 橋上 16
ガス測定結果の公表 豊巻 16
三陸沿岸道路に看板設置を 山内 17
若い人や女性の雇用状況 山内 17
浮体式洋上風力発電の設置場所 二子 17
食料自給率と向上策を 中平 18
荒町地区の電線地中化事業計画 小栁 19
ジビエの利活用 小倉 19
CO2 ゼロの総合政策を 大沢 19

安
心
・
安
全
・
ま
ち
づ
く
り
な
ど

町内会活動に対する支援策 中居 15
パートナーシップ制度の検討状況 橋上 16
側溝等の整備による排水能力の向上 橋上 16
防災ラジオの導入 下川原 17
婦人消防協力隊のあり方 下川原 17
伴走型相談支援の取り組み 川村 18
湾口防波堤の早期完成を 泉川 18
地震津波避難計画の進捗状況は 澤里 18
防災ハザードマップの配布 澤里 18
小屋畑川の切り替え説明会 濱欠 18
山形地区が脱炭素モデル地区に 清水 19
久慈市防災士会の結成 小倉 19
５類移行後の感染防止対策 小倉 19 

会派代表質問

　春の足音が聞こえ
てくる。野山から鳥の声、
花が咲く声、田畑からの
土の声、春耕の時期が来
る。

質 答
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個人質問

その他の
質問項目

▶子育て、酪農家への支援、コロナ対策
▶学校給食無償化、生理用品配置ほか

県が策定する指針を参考
に検討する

市長 … 

橋
は し か み

上 洋
よ う こ

子
日本共産党久慈市議団

　
　

全
国
で
、
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度

の
導
入
が
広
が
っ
て
い
る
。
市
の
検
討
状
況
は
。

　
　

県
が
、
多
様
化
す
る
制
度
内
容
の
課
題
を

整
理
し
導
入
に
関
す
る
指
針
の
策
定
に
向
け
取

り
組
ん
で
い
る
。
こ
れ
を
参
考
に
検
討
し
た
い
。

　
　

断
熱
効
果
を
高
め
る
な
ど
の
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
助
成
事
業
を
恒
常
的
に
取
り
組
む
べ
き
。

　
　

国
の
交
付
金
の
動
向
を
注
視
し
検
討
す
る
。

　
　

あ
ま
ち
ゃ
ん
放
送
10
周
年
記
念
事
業
の
内

容
は
。

　
　

観
光
客
が
楽
し
め
、
地
域
経
済
活
性
化
に

つ
な
げ
る
イ
ベ
ン
ト
や
ツ
ア
ー
の
実
施
、
小
学

生
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ダ
ン
ス
披
露
、
高
校
生
海
女

ク
ラ
ブ
の
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
を
計
画
。
話
題
性
を

高
め
さ
ら
な
る
観
光
客
の
誘
客
に
つ
な
げ
た
い
。

　
　

滝
ダ
ム
駐
車
場
の
老
朽
化
し
た
市
内
観
光

案
内
板
を
県
と
協
議
し
改
修
す
べ
き
。

　
　

早
期
に
更
新
さ
れ
る
よ
う
県
に
要
望
す
る
。

　
　

市
道
栄
町
線
や
久
慈
駅
前
通
り
線
は
側
溝
、

歩
道
、
路
面
を
整
備
し
排
水
力
を
高
め
る
べ
き
。

　
　

整
備
の
必
要
性
は
認
識
。
市
全
体
で
検
討
。

滝ダム駐車場の観光案内板

質

議

員のつぶやき

　えん罪被害は他人
事ではありません。「えん
罪を生まない社会を」の
声をあげましょう。

一般質問
録画映像

質

会派代表質問

答

議員のつぶ

や
き

　市のホームページに環境基準の記載を

豊
と よ ま き

巻 直
な お こ

子
立憲・みどりクラブ

環境基準を記載し、わかり
やすい情報提供に努める

市長 … 

　
　

積
水
バ
イ
オ
リ
フ
ァ
イ
ナ
リ
ー
株
式
会
社

久
慈
実
証
プ
ラ
ン
ト
か
ら
排
出
さ
れ
る
有
害
ガ

ス
濃
度
が
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記
載
さ
れ
て

い
る
。
環
境
基
準
も
合
わ
せ
て
記
載
す
べ
き
と

思
う
が
ど
う
か
。

　
　

環
境
基
準
を
記
載
す
る
な
ど
、
市
民
に
わ

か
り
や
す
い
情
報
提
供
に
努
め
る
。

　
　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ガ
ス
の
濃
度
の

ペ
ー
ジ
が
探
し
に
く
い
。
た
と
え
ば
、「
環
境
」

と
入
れ
れ
ば
、
ガ
ス
濃
度
の
ペ
ー
ジ
に
飛
ぶ
よ

う
な
工
夫
が
欲
し
い
。

　
　

検
索
し
や
す
い
よ
う
に
努
め
て
い
く
。

　
　

久
慈
東
高
校
で
介
護
福
祉
士
の
受
験
資
格

が
取
得
で
き
る
教
育
課
程
に
変
え
る
よ
う
県
に

要
望
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　

介
護
福
祉
士
資
格
は
介
護
福
祉
の
専
門
職

と
し
て
、
一
定
の
知
識
や
技
能
を
習
得
し
て
い

る
こ
と
を
証
明
す
る
唯
一
の
国
家
資
格
で
あ
る
。

現
在
、
県
内
で
受
験
資
格
を
取
得
で
き
る
高
校

は
岩
手
女
子
高
校
の
み
。
久
慈
東
高
校
の
教
育

課
程
の
要
望
は
慎
重
に
検
討
す
る
。

質

　新聞に岩手女子高福祉
教養科19人がそろって介
護福祉士の国家試験に合
格した記事が載っていた
なあ。

その他の
質問項目

▶産後パパ育休　
▶ひとり親家庭への支援　ほか

一般質問
録画映像

比較ができて、わかりやすい環境
基準の公表が求められます

ぎかいNEWS一般質問

一般質問
録画映像

一般質問
録画映像

　
　

浮
体
式
洋
上
風
力
発
電
の
設

置
場
所
の
検
討
状
況
は
。

　
　

改
め
て
漁
業
実
態
に
つ
い
て

丁
寧
に
調
査
を
行
い
海
域
の
利
用

状
況
の
把
握
に
努
め
、
設
置
場
所

を
再
検
討
し
て
い
く
。

　
　

山
形
町
の
久
慈
市
屋
内
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
場
の
天
井
か
ら
雨
漏
り

し
て
い
る
。
利
用
者
が
快
適
に
競

技
が
で
き
る
よ
う
修
繕
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
　

25
年
が
経
過
し
老
朽
化
に
よ

り
雨
漏
り
が
発
生
し
て
い
る
状
況

で
あ
り
、
修
繕
が
必
要
と
認
識
し

て
い
る
。
ほ
か
に
も
修
繕
を
要
す

る
体
育
施
設
が
あ
り
、
優
先
度
を

見
極
め
修
繕
の
時
期
を
検
討
す
る
。

三陸沿岸道路に看板設置を

山
や ま う ち

内 七
な な え

恵
自民クラブ

市長 … 意見交換を重ねながら研究する
　
　

三
陸
沿
岸
道
路
に
「
市
内
へ

誘
導
す
る
・
誘
客
す
る
」
よ
う
な

観
光
案
内
看
板
を
設
置
す
べ
き
。

　
　

道
路
管
理
者
と
意
見
交
換
を

重
ね
な
が
ら
研
究
す
る
。

　
　

若
い
人
や
女
性
の
正
規
雇
用

が
増
え
て
い
な
い
現
状
を
ど
う
捉

え
て
い
る
か
。
ま
た
就
労
支
援
が

必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　

正
職
員
、
従
業
員
の
割
合
が

約
５
割
と
他
の
年
代
に
比
べ
る
と

低
い
数
値
。
ま
た
、
男
性
の
正
規

雇
用
が
約
８
割
に
対
し
、
女
性
の

正
規
雇
用
は
約
5
割
と
低
い
も
の

の
近
年
は
増
加
傾
向
。
幅
広
い
就

労
環
境
の
整
備
に
引
き
続
き
努
め

る
。

　　雇用が安定して
　　幸せに暮らす家族

質答

議
員

のつぶやき

ソフトテニスの教え
子が全国大会に出場。
私も同行。小学生のレ
ベルの高さに感動！

二
ふ た ご

子 賢
けんいち

一
自民クラブ

市長 … 

屋根の老朽化が進む久慈市
屋内ゲートボール場

議員のつぶ

や
き

新年度が始まり、
新しい組織や職場で部
下・仲間を信じること
の大切さ。　

質答

　浮体式洋上風力発電の設置場所は
海域の利用状況の把握に努めている

質答

答 質

パートナーシップ制度の検討状況は

質質 質答 答答 答

一般質問
録画映像

防災・減災対策は

下
し も か わ ら

川原 光
み つ あ き

昭
自民クラブ

市長 … 防災ラジオの導入を含め検討する
　
　

津
波
災
害
時
に
自
ら
の
命
を

守
る
「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
が
で

き
る
に
は
、
正
し
い
情
報
が
必
要

だ
。
市
は
防
災
ラ
ジ
オ
を
導
入
す

べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　

防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム
を

活
用
し
て
い
る
が
、
導
入
か
ら
10

年
経
過
し
て
い
る
事
か
ら
、
更
新

時
期
に
は
、
防
災
ラ
ジ
オ
の
導
入

を
含
め
検
討
す
る
。

　
　

消
防
婦
人
協
力
隊
の
報
酬
が

低
い
。
女
性
消
防
団
に
す
べ
き
と

思
う
が
考
え
方
は
。

　
　

以
前
男
性
が
不
在
の
間
に
女

性
が
地
域
の
消
防
活
動
を
し
て
き

た
経
過
が
あ
る
。
消
防
団
活
動
に

従
事
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
消
防

団
に
入
団
し
て
も
構
わ
な
い
。

災害時に役立つ防災ラジ
オ（写真は大分県日田市の
防災ラジオ）

質答

議
員

のつぶやき

道の駅いわて北三陸
がオープンにより久慈
市に活気が出れば…。

答 質

質 答質答 答



　　市内防災士の現状及び資格を有する市民で防
災士などのネットワークを構築すべき。
　　100人程度の防災士がいる。情報交換や知識
の蓄積、防災力向上に期待でき今後検討していく。
　　ジビエの利活用を推奨すべきでは。
　　処理施設整備、量・質の安定供給、放射性物
質による出荷制限もあり、引き続き研究していく。

食糧自給率と向上策を

新政会　中
なかたい

平 浩
こ う し

志

　　食料自給率と１次産業全体を含めた向上策は。
　　令和３年度はカロリーベースで自給率44％
である。生産者に市内飲食店とのマッチングの機
会の提供やイベントを活用した試食販売等を通し
て、地元産の PR、学校給食での地元産食材を使
用したメニューの提供を実施することで、生産者
の意欲を高め食料自給率向上に努めていく。

質

地震津波避難計画の進捗状況は

新政会　澤
さわさと

里 富
と み お

雄

　　日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震津波避難
計画の進捗状況は。
　　避難場所は久慈地区合同庁舎、久慈第一ホテ
ルを追加指定。長内地区の旧NTT ビルは協議中。
　　防災ハザードマップの配布時期は。
　　令和４年度中に全世帯に配布予定。新年度に
各地区で活用の仕方などの住民説明会を開催する。

19 18

一般質問ここが

聞きたい ！

　　超高齢社会においては、介護職人員が不足す
ると予測される。ペットとのふれあいが介護予防
や介護給付費抑制に効果があるとされることから、
ペットとの触れ合いを介護に活用してはどうか。
　　ペットを飼育している市内介護施設において
も、ふれあい効果が確認されている。事例を関係
者間で共有し、環境整備等の研究を進めていく。

猫の手・犬の足をかりっぺ！

立憲・みどりクラブ　黒
くろぬま

沼 繁
し げ き

樹 

質

答

　　小・中学校のスキー普及事業に280万円を予
算措置しているが、スキー教室の実績は、山形小
と来内小のみだ。ほかの学校との連携状況は。
　　連携が取れていないということではない。ス
キー教室は時間数、移動、指導者の確保等、ハー
ドルが高い。山形地区は、中学校の実施に向け検
討してもらうよう協議する。

小・中学校のスキー普及事業

日本共産党久慈市議団　城
じょうない

内 仲
ちゅうえつ

悦

質

答

日本共産党久慈市議団立憲・みどりクラブ

会派関連質問

各会派の代表議員による質問に関連した内容を、
同じ会派の議員が掘り下げて質問しました。

　　日本海溝・千島海溝沿いでマグニチュード９
の地震が起きた場合、久慈市は16メートルの津
波が来ると想定されている。住民の生命と財産を
守り、安全安心を確保するため国、県に対し防波
堤の早期完成を目指すよう要望していく考えは。
　　事業進捗が早期に図られるよう、引き続き国、
県に対する要望を定期的に行っていく。

湾口防波堤の早期完成を

質

答

新  政  会

新政会　泉
いずみかわ

川 博
ひろあき

明

　　山形地区が脱炭素先行モデル地区として国か
ら認定された。新年度の計画と今後５年間のスケ
ジュールを示せ。
　　新年度の予算は58万8千円を計上し、周知啓
発、説明会の開催などを計画。その後４年間で
国の交付金の交付限度額は50億円となっている。
早期に地区内の住民説明会を計画している。

政風会　清
し み ず

水 崇
たかふみ

文

質

　　本路線は緊急輸送道路であり、災害発生時の
電柱倒壊による道路閉鎖等がないよう、県では無
電柱化を計画しているとのことだが。
　　荒町地区は県の大規模事業評価の形になって
おり、来年度以降の事業着手を目指していると聞
く。地元の熱意・要望活動が実を結んだ結果だと
思う。

荒町の電線地中化事業計画は

政風会　小
こやなぎ

栁 正
ま さ と

人

質

答

CO2 ゼロの総合政策を

政風会　大
おおさわ

沢 俊
しゅんこう

光

久慈市防災士会を結成すべき

政風会　小
お ぐ ら

倉 利
としゆき

之

政  風  会

答

　　市では風力、太陽光、再生可能エネルギー、
科学エネルギーなど総合政策を目指すべき。
　　世界最高水準の脱炭素化、エネルギー活動の
展開には積極的支援を、一緒になって進める。
　　２類から５類移行後のコロナ感染防止策は。
　　医療施設や高齢者施設など重症化リスクが高
い施設ではマスクの着用や基本的対策をする。

小屋畑川の切り替え説明会は

新政会　濱
はまかけ

欠 明
あきひろ

宏

　　小屋畑川切り替えに係る住民説明会の開催状
況と完成目標、また新街橋の架け替えの位置は。
　　令和４年度は説明会を５回開催した。令和８
年度完成を目指し地権者の同意を頂き、用地測量
を進めている。新街橋の架け替え位置は、現在地
より下流側に140メートルを想定し、住民に説明
していると県北広域振興局から伺っている。

答

質

答

山形地区が脱炭素モデル地区に

くじ市議会だより　№74

答

質

「書かない窓口」の導入は

川
か わ む ら

村 妙
た え こ

子
公明党

新年度の当初予算に計上した
　
　

窓
口
で
申
請
書
類
を
記
入
し

な
く
て
も
手
続
き
が
で
き
る
「
書

か
な
い
窓
口
」
の
導
入
の
考
え
は
。

　
　

住
所
な
ど
の
情
報
を
申
請
書

に
自
動
的
に
入
力
す
る
「
書
か
な

窓
口
」
の
シ
ス
テ
ム
導
入
を
め
ざ

し
、
令
和
５
年
度
の
当
初
予
算
に

計
上
し
て
い
る
。

　
　

未
就
園
児
へ
の
支
援
策
は
。

　
　

令
和
５
年
４
月
か
ら
在
宅
育

児
世
帯
に
対
し
、
応
援
金
を
支
給

す
る
。

　
　

子
育
て
家
庭
に
寄
り
添
う
伴

走
型
相
談
支
援
の
取
り
組
み
は
。

　
　

令
和
５
年
2
月
１
日
か
ら
伴

走
型
相
談
支
援
と
、
妊
婦
等
に
対

し
計
10
万
円
の
現
金
給
付
を
行
う

経
済
的
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

妊産期から出産・子育てま
で 、一貫した支援となる
伴走型相談支援。

質答

議
員

のつぶやき

　　　　　　　　　
　厳しい冬を乗り越え
てやっと　暖かな日差
しが　嬉しく感じます

答 質

個人質問

答 質

質

答

答
質

質

答

市長 … 

質

答

質
答

一般質問
録画映像
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久慈市の子どもたちが将来の夢を語るコーナーです。自薦・
他薦も大歓迎。たくさんの申し込みをお待ちしています。

一般質問

常任委員会

■インターネット中継もどうぞ

岩
い わ わ き

脇 悠
ゆ う ま

真 さん
（山形小学校６年）

　　　レントゲン技師になりたい

大
お お つ ぶ ら い

粒来 仁
に な

那 さん
（久慈小学校６年）

日本の伝統文化を世界に広めたい

く
じ

市
議

会
だ

よ
り

№74

第32回定例会議の傍聴者は35人
インターネット中継の視聴者は
364人でした。

　私の将来の夢は、レントゲ
ン技師になることです。前に
見たドラマで１人の患者さん
を治すのに、お医者さんと
チームで取り組む姿にあこが
れました。勉強は理科や算数
が得意です。スポーツでは、
長距離走やスキーが好きです。
春からは体力作りのために、
興味のある野球を頑張りたい
です。

　私は、大好きなおばあちゃ
んが教えてくれた小物作りが
好きです。将来の夢は外国に
お店をつくり、こけしや南部
鉄器、青森ねぶたなど、日本
の文化を世界の人々に伝える
仕事がしたいです。夢を実現
するために、得意な音楽や図
工、英語、ダンス、日本の伝
統を深く学びたいです。

※招集日の午前・午後で集計

 詳しい内容は、決まり次第ホームページに掲載します

本会議

本会議

　市議会の会議は誰でも傍聴できます。次の
定例会議の予定は下記の日程になります。
※新型コロナ対策のため、傍聴の自粛をお願
　いする場合があります。

案内図

　本会議は、久慈市議会ホームページの
「議会中継」でもご覧いただけます。

議会中継

18

本会議

議会を

常 任
委員会

　還暦・古希野球の大会で全国各地区
に行く機会があります。どこの球場も
整備され陸上競技場、サッカー場、テニ
スコート等もあり、駐車場も広く、その

「町」が誇る顔となっています。日本海
溝・千島海溝地震の予測は東日本大震災
を超える想定で大変心配しています。総
合運動公園は避難場所として有効活用で
きる施設となることから早期実現を議会
や行政の皆様にお願いしたい。久

ひさ

しく慈
いつく

し む「 市
まち

」が21世紀を生きる子ども達の
笑顔溢れるまちとなることを祈ってます。

座長　豊巻 直子　副座長　小倉 利之
委員　山内 七恵　橋上 洋子　川村 妙子
　　　中居 正剛　二子 賢一　清水 崇文
　　　濱欠 明宏

■ 編集
　広聴広報会議

Facebook

傍聴しよう！

わたしの未来

一般質問

　堀
ほ り は た

畑 俊
としあき

明 さん

ひと・こえ

総合運動公園の早期実現を‼

（大川目町）


